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事例３ 「書くこと」の言語活動を通して評論文を的確に読む

１ 育成を目指す言語能力

本単元は、論理的な文章を読んで論理の展開や要旨を的確に読み取るという言語能力を育成す

るために計画したものである。「現代文」の学習指導要領の指導事項の「ア 論理的な文章につ

いて、論理の展開や要旨を的確にとらえること。」を指導の中心に取り上げ、「筆者がどのよう

に考えを展開して結論を導き出しているかという、論理の展開の仕方をとらえている。」という

評価規準で評価する。

教材である評論「垂直のファッション 水平のファッション」（鷲田清一）を的確に読み取る

ために、言語活動例の「ア 論理的な文章を読んで、書き手の考えやその展開の仕方などについ

て意見を書くこと。」を参考にして、「書き手の主張を踏まえた上で、論理の展開や構成を工夫

して意見文を書く」という言語活動を取り入れる。読む学習の中に表現活動を取り入れることに

より、読む能力の伸長を図るとともに、表現力の向上をも期している。

本単元は、第３学年における年間指導計画の５月に位置付けて実施した。10月以降は進学等の

試験が控えており、「国語力」が実践の場で試される。また、その後も、目的や場などに応じて

適切に表現する能力は、実社会の様々な場面で求められる。

2003年に実施された「 生徒の学習到達度調査( )」では、日本の高校生の読解力の低下OECD PISA

が大きくクローズアップされた。特に、読解のプロセスにおいては「テキストの解釈」「熟考・

評価」に、出題形式においては「自由記述（論述）」に課題があることが明らかになった。また、

公開されている2000年の問題を検討した結果、具体的には次のような内容の問題に課題があるの

ではないかと指摘されている。

・テキストの表現の仕方に着目する問題

・テキストを評価しながら読むことを必要とする問題

・テキストに基づいて自分の考えや理由を述べる問題

中でも特に、「テキストに基づいて自分の考えや理由を述べる問題」における日本の高校生の

無答率は、 の平均の軒並み２倍から３倍と突出していた。OECD

これらのことから、「読む能力」を高めることをねらいとした「現代文」においても、「テキ

ストに基づいて自分の考えや理由を述べる」ような学習活動を行うことは極めて重要である。

２ 学習活動の概要

「書くこと」の言語活動を通して評論文を的確に読む（５時間）(1)単元名

(2)単元の目標

①論理的な文章を読んで、人間、社会などについて自分の考えを深めたり発展させたりする態度

を身に付ける。 （関心･意欲･態度）

②筆者がどのように考えを展開して結論を導き出しているかという、論理の展開の仕方をとらえ

る。 （読む能力）

③言葉による認識の可能性を広げ、思考力を深め感受性を豊かにすることにつながるように、語

彙を豊かにする。 （知識・理解）
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(3) 単元の評価規準

関心･意欲･態度 読む能力 知識・理解

①論理的な文章を読むことを通 ①筆者がどのように考えを展開 ①言葉による認識の可能性を広

して、人間、社会などについ して結論を導き出しているか げ、思考力を深め感受性を豊

て自分の考えを深めたり発展 という、論理の展開の仕方を かにすることにつながるよう

させたりしようとしている。 とらえている。 に、語彙を豊かにしている。

(4) 指導と評価の計画（５時間）

学習活動 指導上の留意点 単元の評価規準と評価方法時間

評論「垂直のファッション 水平

のファッション」の論理の展開を

とらえるために意見文を書く

①通読前に「ファッション」につ ○他の生徒の考えを知ることで、

いての自分の考えをノートにま 自分の考えを深めさせる。

１ とめて発表する。

読む能力①②評論「垂直のファッション 水 ○筆者の視点に気付かせ、本教

平のファッション」の本文を通 材への関心を深めさせる。 （発表、ノートの記述の

読し、難解な部分や興味をもっ 確認）

た部分をノートにまとめ、発表

する。

知識・理解①③筆者の主張を読み取るとともに、 ○本文が序論・本論・結論の三

論理の展開や構成の仕方を理解 段落構成になっていることを （ワークシート資料１の

する。 理解させる。 記述の確認、発表内容の

２ ・本文からキーワード、キーセン ○「垂直のファッション」「水 分析）

テンスを抜き出し、ワークシー 平のファッション」の具体例〜

４ ト資料１に書き込む。 を挙げさせる。

・抽象的な語句の言い換えや比喩

の意味する内容をとらえる。

・各段落に小見出しを付ける。

読む能力①④筆者の主張を踏まえて、ファッ ○筆者の主張を踏まえているか、

５ ションについての意見文を書く。 具体例を挙げているかを確認 （ノートの記述の確認）

し、不十分な生徒に助言する。 資料２

※「関心･意欲･態度」は、単元全体を通して評価する。
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３ 評価の例

本単元の目標は、「筆者がどのように考えを展開して結論を導き出しているかという、論理の

展開の仕方をとらえている」ことであり、その学習を効果的に進めるために、「書き手の主張を

踏まえた上で、論理の展開や構成を工夫して意見文を書く」という言語活動を取り入れた。

「十分満足できる」と判断される生徒の作品例資料２に見られるように、書き手の主張に賛同

したり、異を唱えたりしながら、目標に見合った意見文を書いている。

４ 成果と課題

(1)成果

「垂直のファッション 水平のファッション」は、極めて抽象性が高く、生徒にとって難解な

評論であったが、構造図のワークシート資料１を利用した学習によって、筆者の主張を読み取る

とともに、論理の展開や構成の仕方をおおむね理解することができた。その上で、「筆者の主張

を踏まえること」及び「具体例を挙げること」を留意点として、論理の展開や構成を工夫して意

見文を書かせた。特に字数の指定等はせずに書かせたが、ほとんどの生徒が、「おおむね満足で

きる」と判断される内容で、六百～八百字の意見文を書き上げた。

(2)課題

今回は、「垂直のファッション 水平のファッション」を教材として、論理の展開や要旨を的

確に読み取るために「書くこと」の言語活動を取り入れたわけであるが、本教材は生徒にとって

は難解な教材だった。生徒の学習の状況や発達段階に合わせて、よりふさわしい教材を選定する

ことが大切であろう。

参考文献

・国立教育政策研究所編集『生きるための知識と技能― 生徒の学習到達度調査( )2000年調OECD PISA

査国際結果報告書』ぎょうせい

・『現代文２』東京書籍株式会社

・『現代文２ 指導資料』東京書籍株式会社
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ワークシート 資料１

＊『現代文２ 指導資料』（東京書籍株式会社）より、一部改変して使用した。
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資料２

筆者の主張を踏まえて、ファッションについての意見文を書く

生
徒
の
作
品
例
に
、
次
の
よ
う
に
、
傍
線
と
そ
の
解
説
を
付
け
加
え
て
示
す
。

線
部

筆
者
の
主
張
を
、
要
約
、
ま
た
は
引
用
し
た
部
分
。

線
部

筆
者
の
主
張
を
踏
ま
え
た
上
で
、
自
分
の
考
え
を
深
め
た
り
発
展
さ
せ
た
り
し
て
述
べ
た
部
分
。

線
部

接
続
詞
な
ど
を
効
果
的
に
用
い
て
、
論
理
の
展
開
や
構
成
を
工
夫
し
た
部
分
。

「
十
分
満
足
で
き
る
」
と
判
断
さ
れ
る
生
徒
の
「
意
見
文
」
作
品
例

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
は<
鏡>

の
現
象
で
あ
る
」
と
筆
者
は
述
べ
て
い
る
。
私
は
今
ま
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
一
度
も
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
知
ら
ず

知
ら
ず
に
私
た
ち
は
他
人
を
鏡
と
し
て
自
分
自
身
を
織
り
上
げ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
読
み
進
め
る
う
ち
に
一
つ
の
疑
問
を
持
っ
た
。
私
た
ち
は
（
わ
た
し
）
を
縫
い
上
げ
る
た
め
に
、
常
に
他
者
の
視
線
を
取
り
込
み
、
同
じ
意
味
の

衣
服
を
身
に
ま
と
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
確
か
に
私
た
ち
人
間
は
、
絶
え
ず
視
線
を
交
換
し
て
い
る
。
そ
し
て
（
わ
た
し
）
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
互
い
に
調
整
し
合
う
こ
と
も
多
々
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
私
に
ま
な
ざ
し
を
送
っ
て
く
れ
る
他
者
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
い
る
。
そ
の
一
つ
一
つ

の
ま
な
ざ
し
を
理
解
し
て
、
す
べ
て
を
自
分
の
中
に
取
り
込
み
、
補
強
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
私
に
ま
な
ざ
し
を
送
っ
て
く
れ
る
人
が
百
人
い

る
と
し
よ
う
。
そ
の
中
で
、
何
種
類
の
ま
な
ざ
し
が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
一
種
類
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
二
種
類
、
三
種
類
か
も
し
れ
な
い

し
、
十
種
類
以
上
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
多
数
の
ま
な
ざ
し
が
あ
る
中
、
私
た
ち
は
す
べ
て
の
ま
な
ざ
し
を
取
り
込
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
に
多
く

の
ま
な
ざ
し
を
取
り
込
ん
で
補
強
し
続
け
た
ら
、
（
わ
た
し
）
を
見
失
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
の
言
う
よ
う
に
、
私
た
ち
は
自
分
の
感
覚

だ
け
で
は
、
織
り
上
げ
ら
れ
な
い
存
在
で
、
他
者
の
ま
な
ざ
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
他
者
の
ま
な
ざ
し
ば
か
り
に
頼
っ
て
、
自
分

を
見
失
っ
て
は
何
の
意
味
も
な
い
と
思
う
の
だ
。

要
す
る
に
、
私
た
ち
は
、
自
分
と
い
う
も
の
を
見
失
わ
な
い
た
め
に
、
他
者
の
ま
な
ざ
し
の
中
で
も
、
あ
る
ま
な
ざ
し
を
取
り
込
む
べ
き
か
、
そ
う
で
は
な

い
か
を
、
自
然
と
使
い
分
け
、
多
少
遠
回
り
し
な
が
ら
で
も
、
私
の
中
の
（
わ
た
し
）
を
織
り
上
げ
て
い
る
と
言
っ
た
方
が
適
切
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
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